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(IMD: World Competitiveness Yearbook 2003)
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	我が国の研究開発と経済成長との関係
	文部科学省、厚生労働省、経済産業省の連携により、高等教育機関におけるインターンシップの実施校・実施率は、年々高まってきている。
	実践型インターンシップ（起業家精神醸成、課題解決等を目的、比較的長期間で実施）では、学生をお客様としてではなく仕事上の戦力として受け入れることを目的に実施される場合が多い。
	実践型インターンシップを実施した企業にとって、「アシスタントとしての活躍」、「立ち上げ期の業務推進」、「社内活性化」等において満足度が高い。
	実践型インターンシップを実施した企業が、今後の実施可能性について前向きな検討をしている割合は高い（８３．４％）。
	【大学院教育・研究の現状に対する評価】学生からは「産業界の連携」と「教育体制」に強い不満がある。
	【大学院教育・研究の現状に対する評価】学生は「企業とのプロジェクト」や「起業の準備」などの実践的な教育に強い志向がある。



